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license activate ap-count eval
Cisco Flex 7500シリーズおよび Cisco 8500シリーズワイヤレス LANコントローラのアクセス
ポイント評価ライセンスをアクティブ化するには、 license activate ap-count eval コマンドを
使用します。

license activate ap-count eval

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトで、リリース 7.3 Cisco Flex 7500シリーズコントローラと Cisco 8500シリーズワイ
ヤレス LANコントローラは 6000 APをサポートします。

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

使用上のガイドライン このライセンスをアクティブ化すると、コントローラによって、所定のライセンスのエンド

ユーザライセンス契約（EULA）の受け入れまたは拒否を求めるプロンプトが表示されます。
コントローラに接続された現在のAP数よりも少ないAPS数をサポートするライセンスをアク
ティブ化した場合、アクティベーションコマンドは失敗します。

次に、Cisco Flex 7500シリーズコントローラで評価版AP-countライセンスをアクティ
ブ化する例を示します。

(Cisco Controller) > license activate ap-count eval
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license activate feature
Cisco Flex 7500シリーズおよび Cisco 8500シリーズワイヤレス LANコントローラで機能ライ
センスをアクティブ化するには、 license activate feature コマンドを使用します。

license activate feature license_name

構文の説明 機能ライセンスの名前。ライセンス名は最大 50文字の文字で、大文字と小文
字を区別します。

license_name

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

次に、Cisco Flex 7500シリーズコントローラで Data DTLS機能のライセンスをアク
ティブ化する例を示します。

(Cisco Controller) > license activate feature data-DTLS
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license add ap-count
APライセンスが Cisco Flex 7500および 8500シリーズワイヤレス LANコントローラでサポー
トできるアクセスポイント（AP）数を設定するには、 license add ap-count コマンドを使用し
ます。

license add ap-count count

構文の説明 APライセンスでサポートする APの数。範囲は 1からコントローラがサポートできる
APの最大数までです。数は 5の倍数である必要があります。

count

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

使用上のガイドライン Right toUse（RTU）ライセンスがあると、エンドユーザライセンス契約（EULA）を受け入れ
た後、希望する APライセンス数をコントローラ上でイネーブルにできます。これで、外部
ツールを使用せずに、簡単にコントローラにAP数を追加できます。RTUライセンスは、Cisco
Flex 7500および 8500シリーズワイヤレス LANコントローラのみで使用できます。

このコマンドを使用して、既存の APライセンス数を増やすことができます。コントローラに
接続された現在のAP数よりも少ないAPS数をサポートするライセンスをアクティブ化した場
合、アクティベーションコマンドは失敗します。

次に、Cisco Flex 7500シリーズコントローラに APライセンス数を設定する例を示し
ます。

(Cisco Controller) > license add ap-count 5000
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license add feature
Cisco 5520 WLC、Cisco Flex 7510 WLC、Cisco 8510 WLC、Cisco 8540 WLC、および Cisco仮想
コントローラの機能にライセンスを追加するには、 license add feature コマンドを使用しま
す。

license add feature license_name

構文の説明 機能ライセンスの名前。ライセンス名は最大 50文字の文字で、大文字と小文
字を区別します。data_encryptionなどがあります。

license_name

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。

このコマンドは、Cisco Flex 7510 WLCと Cisco 8510 WLCに適用されます。

7.6

このコマンドは、Cisco 5520 WLC、Cisco Flex 7510 WLC、Cisco 8510 WLC、Cisco
8540 WLC、および Cisco vWLCに適用されます。

8.1

次に、data_encryption機能ライセンスを追加する例を示します。

(Cisco Controller) > license add feature data_encryption
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license clear
Cisco 5500シリーズコントローラからライセンスを削除するには、license clearコマンドを使
用します。

license clear license_name

構文の説明 ライセンスの名前。license_name

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

使用上のガイドライン 有効期限の切れた評価ライセンスや、未使用のライセンスを削除できます。有効期限前のライ

センス、永久ベースイメージライセンス、またはコントローラによって使用されるライセン

スは削除できません。

次に、wplus-ap-countという名前のライセンスの設定を削除する例を示します。

(Cisco Controller) > license clear wplus-ap-count
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license comment
Cisco 5500シリーズコントローラでライセンスにコメントを追加したり、ライセンスからコメ
ントを削除したりするには、license commentコマンドを使用します。

license comment {add | delete} license_name comment_string

構文の説明 コメントを追加します。add

コメントを削除します。delete

ライセンスの名前。license_name

ライセンスのコメント。comment_string

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

次に、ライセンス名 wplus-ap-countにコメント「wplus ap count license」を追加する例
を示します。

(Cisco Controller) > license comment add wplus-ap-count Comment for wplus ap count license
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license deactivate ap-count eval
Cisco Flex 7500シリーズおよび Cisco 8500シリーズワイヤレス LANコントローラのアクセス
ポイント評価ライセンスを非アクティブにするには、 license deactivate ap-count eval コマン
ドを使用します。

license deactivate ap-count eval

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

次に、Cisco Flex 7500シリーズコントローラで AP評価ライセンスを非アクティブに
する例を示します。

(Cisco Controller) > license deactivate ap-count eval
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license deactivate feature
Cisco Flex 7500シリーズおよび Cisco 8500シリーズワイヤレス LANコントローラで機能ライ
センスを非アクティブにするには、 license deactivate feature コマンドを使用します。

license deactivate feature license_name

構文の説明 機能ライセンスの名前。ライセンス名は最大 50文字の文字で、大文字と小文
字を区別します。

license_name

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

次に、Cisco Flex 7500シリーズコントローラで Data DTLS機能のライセンスを非アク
ティブにする例を示します。

(Cisco Controller) > license deactivate feature data_DTLS
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license delete ap-count
Cisco Flex 7500シリーズおよび Cisco 8500シリーズワイヤレス LANコントローラのアクセス
ポイント（AP）数ライセンスを削除するには、 license delete ap-count コマンドを使用しま
す。

license delete ap-count count

構文の説明 APライセンスでサポートする APの数。範囲は 1からコントローラがサポートできる
APの最大数までです。数は 5の倍数である必要があります。

count

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

次に、Cisco Flex 7500シリーズコントローラの AP数ライセンスを削除する例を示し
ます。

(Cisco Controller) > license delete ap-count 5000
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license delete feature
Cisco Flex 7500シリーズおよび Cisco 8500シリーズワイヤレス LANコントローラの機能のラ
イセンスを削除するには、 license delete feature コマンドを使用します。

license delete feature license_name

構文の説明 機能ライセンスの名前。license_name

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

次に、Cisco Flex 7500シリーズコントローラの高可用性機能のライセンスを削除する
例を示します。

(Cisco Controller) > license delete feature high_availability
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license install
Cisco 5500シリーズコントローラにライセンスをインストールするには、license installコマン
ドを使用します。

license install url

構文の説明 TFTPサーバの URL
（tftp://server_ip/path/filename）。

url

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

使用上のガイドライン コントローラにインストールする base-ap-countライセンスと wplus-ap-countライセンスのアク
セスポイント数は、同一にすることをお勧めします。コントローラの base-ap-countライセン
スが 100である場合に、wplus-ap-countライセンス 12をインストールすると、そのコントロー
ラではベースライセンスの使用時に最大 100個のアクセスポイントをサポートしますが、
WPLUSライセンスの使用時には最大 12個のアクセスポイントしかサポートされません。

インストールするWPLUSライセンスのアクセスポイント数をコントローラのベースライセ
ンスより多くすることはできません。たとえば、既存の base-ap-countライセンスが 12のコン
トローラに wplus-ap-countライセンス 100を適用することはできません。このようなライセン
スを登録しようとすると、ライセンス登録が失敗したことを示すエラーメッセージが表示され

ます。wplus-ap-count 100ライセンスをアップグレードする前に、コントローラのbase-ap-count
ライセンスを 100または 250にアップグレードする必要があります。

次に、URL tftp://10.10.10.10/path/license.licからライセンスをコントローラにインストー
ルする例を示します。

(Cisco Controller) > license install tftp://10.10.10.10/path/license.lic
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license modify priority
Cisco 5500シリーズコントローラで base-ap-countまたは wplus-ap-count評価ライセンスの優先
順位を上げる、または下げるには、license modify priorityコマンドを使用します。

license modify priority license_name {high | low}

構文の説明 ap-count評価ライセンス。license_name

ap-count評価ライセンスの優先順位を変更しま
す。

high

ap-count評価ライセンスの優先順位を変更しま
す。

low

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

使用上のガイドライン アクセスポイント数の多いライセンスにアップグレードする場合は、永久バージョンのライセ

ンスにアップグレードする前に評価ライセンスを試すことができます。たとえば、現在、アク

セスポイント数が 50の永久ライセンスを使用しており、アクセスポイント数が 100の評価ラ
イセンスを試す場合、60日間評価ライセンスを試すことができます。

ap-count評価ライセンスの優先順位は、デフォルトで lowに設定されるので、コントローラで
は ap-count永久ライセンスが使用されます。アクセスポイント数を増やした評価ライセンスを
試す場合は、優先順位を highに変更する必要があります。そのような高容量は必要ないと判
断した場合は、ap-count評価ライセンスの優先順位を下げて、コントローラで永久ライセンス
が使用されるようにすることができます。

優先順位を設定できるのは、ap-count評価ライセンスに限られます。ap-count永久ライセンス
の優先順位は常に mediumであり、設定できません。

（注）

ap-count評価ライセンスがWPLUSライセンスであり、ap-count永久ライセンスがベースライ
センスである場合は、フィーチャセットもWPLUSに変更する必要があります。

（注）
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操作の中断を避けるために、コントローラは、評価ライセンスの有効期限が切れてもライセン

スを切り替えません。永久ライセンスに戻すには、コントローラをリブートする必要がありま

す。リブート後に、期限切れになった評価ライセンスと同じフィーチャセットレベルにコン

トローラがデフォルト設定されます。同じフィーチャセットレベルの永久ライセンスがイン

ストールされていない場合、コントローラは、別のレベルの永久ライセンスまたは有効期限の

切れていない評価ライセンスを使用します。

（注）

次に、wplus-ap-countの優先度を highに設定する例を示します。

(Cisco Controller) > license modify priority wplus-ap-count high
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license revoke
Cisco 5500シリーズWLCでライセンスを再ホストするには、license revokeコマンドを使用し
ます。

license revoke {permission_ticket_url | rehost rehost_ticket_url}

構文の説明 権限チケットを保存した TFTPサーバの URL
（tftp://server_ip/path/filename）。

permission_ticket_url

再ホストライセンスの設定を指定します。rehost

再ホストチケットを保存した TFTPサーバの
URL（tftp://server_ip/path/filename）。

rehost_ticket_url

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

使用上のガイドライン ライセンスを取り消す前に、license save credential urlコマンドを使用してデバイスのクレデ
ンシャルを保存します。

永久ベースイメージライセンスを除く、すべての永久ライセンスを再ホストできます。評価

ライセンスおよび永久ベースイメージライセンスは再ホストできません。

ライセンスを再ホストするには、コントローラから認証情報を生成し、その情報を使用して、

Ciscoライセンスサイト（https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/Quickstart）からライセンス
を無効にするための権限チケットを取得する必要があります。次に、再ホストチケットを取得

し、そのチケットを使用して、ライセンスをインストールするコントローラ用のライセンスイ

ンストールファイルを取得します。

ライセンスの再ホストの詳細については、『Cisco Wireless LAN Controller Configuration Guide』
第 4章「Installing and Configuring Licenses」を参照してください。

次に、保存された権限チケットURL tftp://10.10.10.10/path/permit_ticket.licからライセン
ス設定を取り消す例を示します。

(Cisco Controller) > license revoke tftp://10.10.10.10/path/permit_ticket.lic

次に、保存された再ホストチケットURL tftp://10.10.10.10/path/rehost_ticket.licからライ
センス設定を取り消す例を示します。

(Cisco Controller) > license revoke rehost tftp://10.10.10.10/path/rehost_ticket.lic
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license save
Cisco 5500シリーズコントローラにインストールしたすべてのライセンスのバックアップコ
ピーを保存するには、license saveコマンドを使用します。

license save credential url

構文の説明 デバイスクレデンシャル情報。credential

TFTPサーバのURL（tftp://server_ip/path/filename）。url

コマンドデフォルト なし

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、リリース 7.6以前のリリースで導入されました。7.6

使用上のガイドライン license revoke コマンドを使用してライセンスを取り消す前に、デバイスクレデンシャルを保
存します。

次に、tftp://10.10.10.10/path/cred.licでインストールされたすべてのライセンスまたはラ
イセンスクレデンシャルのバックアップコピーを保存する例を示します。

(Cisco Controller) > license save credential tftp://10.10.10.10/path/cred.lic
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license smart
シスコスマートソフトウェアライセンシングプラットフォームを使用してデバイスを登録ま

たは登録解除するには、license smartコマンドを使用します。

license smart {register | deregister} idtoken

構文の説明 シスコスマートソフトウェアライセンスプ

ラットフォームにデバイスを追加し、有効化

します。

register

シスコスマートソフトウェアライセンスプ

ラットフォームのデバイスを削除します。

deregister

デバイスの固有の ID。idtoken

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。8.2

次に、シスコスマートソフトウェアライセンスプラットフォームにデバイスを登録

する方法を示します。

(Cisco Controller) > license smart register
RkMxJbjKMV11hmpgh46mAgXSNKmticyJzu0xDfYgf8xflkiYbZsCqprt
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